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「津波防災の日」「世界津波の日」の啓発ポスター掲示のお願いについて 

（依頼） 

 

平素より、本会会務に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、平成 23 年６月に制定された「津波対策の推進に関する法律」において、 

11 月５日を「津波防災の日」と定め、国（内閣府）では津波対策について国民の

理解と関心を高める活動を行っており、更に、平成 27 年 12 月には第 70 回国連総

会本会議で 11 月５日を「世界津波の日」と定める決議が採択されました。 

この度、津波対策についての国民の理解と関心をより高めるため、国（内閣府） 

において「津波防災の日」及び「世界津波の日」の啓発ポスターを作成いたしまし

た。 

つきましては、当該ポスターを電子データで送付させていただきますので、貴会

内に掲示の上、津波防災に関する意識啓発にご協力下さいますようお願いいたしま

す。 

なお、貴県の地域薬剤師会につきましても、下記サイト内より当該ポスターをダ 

ウンロード・印刷の上、掲示にご協力下さいますようご通知方、宜しくお願い申し 

上げます。 

 

ポスター電子ファイル ダウンロード先 

津波防災特設サイト内 https://tsunamibousai.jp/ 

 

 

 

 

以上 

 

 

 

 



避難ルート

11月5日は広く津波対策についての理解と関心を深めるための「津波防災の日」として「津波対策の推進に関する法律」により定められています。
この日は、嘉永七年／安政元年11月５日（太陽暦では1854年12月24日）の安政南海地震で和歌山県を津波が襲った際に、稲に火を付けて、暗闇の
中で逃げ遅れている人たちを高台に避難させて救った濱口梧陵氏の逸話にちなんだ日です。この逸話をモデルに「稲むらの火」の物語が作られました。

内閣府　津波防災 検索

津波避難場所
つ　なみ　 ひ　なん　 ば　しょ

Tsunami evacuation area

50m 津波
つ　なみ

Tsunami

確認
しよう！

災害に対するご家庭での備え～これだけは準備しておこう！～
首相官邸ホームページ https://www.kantei.go.jp/jp/headline/bousai/sonae.html

あらかじめ確認しよう！
津波リスクの高い地域

津波避難施設など安全な場所

非常用持ち出し品

避難ルート など

非常用持ち出し品

etc. 準備
しよう！



参加申し込み方法
（オンライン視聴）

津波防災に関する特設サイトの申し込みボタンにより必要
事項をご記入の上、11月4日（土）までご送信ください。

https://tsunamibousai.jp/

今年は、関東大震災からちょうど100年の節目の年となります。関東大震災は大火災に
よる被害が大きかった一方で、津波による被害もありました。今回の「津波防災の日」
スペシャルイベントでは、「関東大震災から100年、これまでの災害経験を踏まえた津波
への備え」をテーマとして、基調講演及びパネルディスカッションを実施します。関東
大震災をはじめ、東日本大震災などの被災経験から学び、先進的な津波防災対策を実施し
ている事例等に触れながら、今後の津波防災対策の在り方について考えていきたいと思い
ます。ぜひ、ご視聴ください。

ファシリテーター：磯打千雅子（香川大学 IECMS地域強靭化研究センター特命准教授）
登壇者：今村文彦（東北大学災害科学国際研究所教授）

加藤孝明（東京大学生産技術研究所教授／東京大学社会科学研究所特任教授）
吉川忠寛（株式会社防災都市計画研究所代表取締役・所長）
村上威夫（内閣府政策統括官（防災担当）付参事官（普及啓発・連携担当））

事例紹介：岩手県大槌町（佐々木慶一 安渡町内会会長）
神奈川県横須賀市（安部俊一 よこすか海辺ニュータウン地域運営協議会会長）

当日のプログラム（予定）

今村文彦（東北大学災害科学国際研究所教授）

令和5年度「津波防災の日」スペシャルイベント

参加無料

オンライン

11月5日 日 13:00～15:00

第１部 基調講演
「100年前の関東大震災での津波を振り返る－複合災害の姿－」

第２部 パネルディスカッション

「各地の津波防災に関する取組の紹介と意見交換」

開会挨拶 内閣府特命担当大臣（防災）

趣 旨

お問い合わせは一般財団法人関西情報センター（nstaff@kiis.or.jp）までご連絡ください。


